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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、政府によるデフレか

らの脱却と経済再生及び財政健全化に向けた各種政策の効果もあり、緩やかに回復している状況で推移いたしま

した。

 また、世界の景気については、米国の金融政策が正常化に向かうなか、中国を始めとするアジア新興国等の景

気が下振れし、我が国の景気を下押しする懸念もあり、依然として先行きが不透明な状況で推移いたしました。

 一方、当社グループの主要顧客が属するデジタル家電業界などにおきましては、設備投資の回復の兆しはみえ

ているものの、新規の設備投資が引き続き抑制される状況で推移いたしました。

 このような状況の下、当社グループは、カメラ用撮像素子モジュールなどのセンサーデバイス関連、スマート

フォン等に使用される中小型フラットパネルディスプレイ関連及び電子部品モジュールの組立装置の受注活動に

引き続き積極的に注力してまいりました。

 当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は、スマートフォン用電子部品の組立装置や電池の組立、

検査装置などのエネルギー・照明関連装置他の売上計上などにより８億８千５百万円（前年同四半期比30.5％減）

となりました。

 当社グループは、ファインピッチ実装技術を核とした製造装置等を開発・製造・販売する事業のみの単一セグ

メントとなりますため、製品別に売上高をみますとセンサーデバイス・高機能デバイス関連装置では３億３千５

百万円（前年同四半期比43.9％減）、エネルギー・照明関連装置他では４億１千５百万円（前年同四半期比45.0

％増）、FPD関連装置では１億３千４百万円（前年同四半期比65.4％減）となりました。

 また、利益面におきましては、売上高の減少等の影響により、営業損失は２億１千７百万円（前年同四半期は

営業損失１億８千５百万円）、経常損失は２億円（前年同四半期は経常損失１億６千８百万円）となりました。

特別損失として固定資産の減損損失１千４百万円及び特別退職金１千万円を計上したこと等により、親会社株主

に帰属する四半期純損失は２億２千３百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失１億８千３百

万円）となりました。

 なお、第１四半期連結累計期間から、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

 

（２）財政状態に関する説明

 当社グループの当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて４千８百万円増加

し、62億８千６百万円となりました。その主な内訳は、受取手形及び売掛金の減少３億６千２百万円、たな卸資

産の増加３億７千８百万円などであります。負債につきましては、前連結会計年度末に比べて２億９千９百万円

増加し７億５千５百万円となりました。その主な内訳は、支払手形及び買掛金の増加３億８千２百万円、未払消

費税等の減少６千８百万円などであります。純資産は前連結会計年度末に比べて２億５千万円減少の55億３千万

円となりました。

 なお、自己資本比率は前連結会計年度末の92.7％から88.0％へと減少しております。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成28年３月期通期の連結業績予想につきましては、平成27年４月30日の決算短信で公表いたしました連結業績

予想を修正しております。詳細につきましては、本日（平成28年１月28日）公表の「業績予想及び配当予想の修正

に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更

を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務

諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社グループは、過去３連結会計年度及び当第３四半期連結累計期間において、連続して営業損失、経常損失、

親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失を計上しております。これにより、継続企業の前提に重要な疑義を生

じさせるような事象又は状況が存在しております。

 しかしながら、当第３四半期連結会計期間において借入金はなく、十分な現金及び預金残高等があり、資金繰り

懸念がないこと及び当第３四半期連結会計期間末現在において純資産残高55億３千万円、自己資本比率88.0％と十

分な財務体質の基盤を有していることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断してお

ります。

 また、当該事象又は状況を解消するため、引き続き成長市場を主体に受注活動を展開するとともにコストダウン

を推進し、一層の損益改善に努めてまいります。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,540,194 1,579,431 

受取手形及び売掛金 718,085 355,943 

仕掛品 291,231 669,577 

原材料 3,474 3,707 

関係会社短期貸付金 2,000,000 2,000,000 

その他 6,197 60,392 

貸倒引当金 △700 △300 

流動資産合計 4,558,484 4,668,751 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 804,844 774,338 

土地 828,782 828,782 

建設仮勘定 4,088 0 

その他（純額） 311 0 

有形固定資産合計 1,638,026 1,603,121 

投資その他の資産 41,142 14,310 

固定資産合計 1,679,168 1,617,432 

資産合計 6,237,653 6,286,183 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 199,450 582,188 

未払法人税等 8,729 5,699 

未払消費税等 68,805 - 

賞与引当金 7,407 28,905 

製品保証引当金 28,648 22,825 

その他 38,076 45,008 

流動負債合計 351,117 684,627 

固定負債    

役員退職慰労引当金 104,559 70,890 

その他 820 261 

固定負債合計 105,379 71,151 

負債合計 456,497 755,779 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,684,420 1,684,420 

資本剰余金 1,597,920 1,597,920 

利益剰余金 2,497,200 2,248,104 

自己株式 - △39 

株主資本合計 5,779,541 5,530,404 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,614 - 

その他の包括利益累計額合計 1,614 - 

純資産合計 5,781,155 5,530,404 

負債純資産合計 6,237,653 6,286,183 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 1,274,065 885,895 

売上原価 1,148,464 846,218 

売上総利益 125,600 39,677 

販売費及び一般管理費 311,288 257,479 

営業損失（△） △185,687 △217,802 

営業外収益    

受取利息 8,395 8,124 

保険返戻金 - 4,206 

受取地代家賃 5,878 1,108 

その他 2,816 4,542 

営業外収益合計 17,089 17,982 

営業外費用    

固定資産除却損 - 186 

営業外費用合計 - 186 

経常損失（△） △168,597 △200,006 

特別利益    

投資有価証券売却益 - 3,528 

特別利益合計 － 3,528 

特別損失    

減損損失 11,697 14,795 

特別退職金 - 10,148 

特別損失合計 11,697 24,943 

税金等調整前四半期純損失（△） △180,294 △221,420 

法人税、住民税及び事業税 3,677 1,839 

法人税等合計 3,677 1,839 

四半期純損失（△） △183,972 △223,260 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △183,972 △223,260 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純損失（△） △183,972 △223,260 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,081 △1,614 

その他の包括利益合計 1,081 △1,614 

四半期包括利益 △182,890 △224,874 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △182,890 △224,874 

非支配株主に係る四半期包括利益 － - 

 

- 7 -

大崎エンジニアリング㈱(6259)平成28年3月期　第3四半期決算短信　　　　　　　　



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

当社グループは、ファインピッチ実装技術を核とした製造装置等を開発・製造・販売する事業のみの単一セグメン

トとなりますため、記載を省略しております。

 

以 上
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